
１．研究の背景と目的 

1-1.研究の背景・経緯	 

	 本稿は、「沖縄県石垣島白保集落における自然環境保

全と地域づくりの仕組み－地域住民の来歴、居住歴分類

に着目して－」（上村・山崎、日本建築学会住宅系研究報

告会論文集，2015 年）の続編である。	 

	 石垣島白保集落では、新石垣空港建設過程での地域内

の推進派と反対派の分裂を乗り越えて、地域コミュニテ

ィの再生を図るために、地域の自治組織「白保公民館」

が 2006 年「白保村ゆらてぃく憲章（以下、白保憲章）」

を制定し、様々な活動を展開している１）（表 1）。もとも

と地縁・血縁の絆の強い集落であったが、空港建設への

賛成・反対で 1985 年に公民館が分裂、1995 年に統合す

るが住民間には確執が残された。白保憲章では、琉球王

朝時代以来の多様な移住を受け入れてきた集落の歴史に

立ち戻り、村づくりの方向性を示すため名称に「ゆらて

ぃく」という言葉が掲げられた。「ゆらてぃく」とは、白

保を代表する民謡「白保節」の囃子の言葉で、「寄って	 

 
 

らっしゃい」を意味する白保集落の方言である。	 

	 

表 1	 新空港建設経緯と白保集落の対応	 

Table1 New airport construction process and correspondence of 
Shiraho 

年	 新空港建設の経緯	 白保集落の状況	 

1979	 サンゴ礁埋め立てによる空
港建設発表	 

白保公民館全会一致建設反対	 

1982	 白保地先設置許可，事業着手	 	 
1985	 	 白保公民館分裂	 
1987	 計画変更し滑走路を短縮	 ・サンゴの保護か、空港建	 
1989	 カラ岳東側へ建設位置変更	 	 設かが争点となる	 
1991	 建設位置の再検討開始	 ・豊年祭や成人式などの	 
1992	 宮良牧中案（隣村）の選定	 	 祝祭行事を別々に実施	 
1995	 	 白保公民館統合	 

（住民間には確執が残る）	 
1999	 建設位置選定委員会設置	 地縁団体法人認可	 
2000	 カラ岳陸上に位置決定	 WWF サンゴ礁保護研究センタ

ー開設	 
	 環境検討委員会を設置	 白保公民館条件付賛成	 

2001	 建築工法検討委員会を設置	 	 
2002	 環境影響評価方法書公告	 	 
2004	 環境影響評価準備書公告	 ゆらてぃく白保村体験 2004	 
2005	 環境影響評価書提出	 白保魚湧く海保全協議会設

立、白保日曜市スタート	 
2006	 新石垣空港起工式	 白保村ゆらてぃく憲章制定	 
2013	 新石垣空港供用開始	 NPO 夏花設立	 

資料）沖縄県資料、白保村史、白保集落関連資料をもとに作成 
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	 白保憲章の 「ゆらてぃくとは」には、「白保

は、 来 り であり、村 の は強く、様々な

村 に一 して り組み乗り越えてきた歴史

があり す	 	 の一方で、白保 は、 来者

移住者を受け入れてきた さ さを ってい

す」とある。 らも白保憲章は、 も く らの

居住者である白保 （さ と ）が 治 ・

の本 以 に沖縄本島 島 ら自 移民を

受け入れた歴史を え、 する県 らの移住者と

の 生を としたものであるといえる。	 

	 白保憲章には、 白保の文 を り、 来に なげ

す、 一のサンゴ礁を り、自然に した らし

を み す、 石垣、 、 を し、きれいな

みを くり す、 れた自然を活 し、村を える

地 を 成し す、 地域の教 を め、 代

を うたく しい子 もを て す、 ー

づくりに み、 と の な 寿の村を くり す、

ゆらてぃくの で し、 で、 全な に れ

る白保村を くり す、の村づくり が定められて

いる。 の の下に な が とめられ、

に移住者に対して白保集落の らしへの と地

域 りな への を すための が り

れている。	 

	 なお、白保憲章の制定と の活動には、 に ら

れるサンゴ礁保全のために白保に開設された 自然保

（ ） ンの が 来の 、 た、

地域住民の立 ら っている。	 

1-2. の目的と方法	 

1 本稿の目 	 

	 白保集落の 目す き は、白保憲章の制定で る

のではなく、白保村ゆらてぃく憲章推進 会（以下、

憲章 会） １）を設立し、 れを に 成、地

域 の り しと の保全・活 、地域の 合文

（白保ゆらてぃく ）の開 、地域づくり組織（

）の設立に り組 でいる 性にある。	 

	 本稿は、憲章 会が となり、村づくり の

1 「石垣、 、 を し、きれいな みを く

り す」を するために 2008 年 ら 2010 年の間に

した、 神 に される集落の な りで

あるン ミ （ が ）・ ン ミ （神の ）を対

とした 統 な み修 （以下、 み修 ）

に着目し、「 み修 のもの の成 」と「

の 」を する とを て、 に示	 

す の研究 を ら にする とを目 とする。	 

	 み修 の の 統 な

（ 、 、石垣）の の居住者 性	 

	 み修 で石 みの設 を った宅地の

の の と、 住宅地への 	 

	 憲章 会が み修 に続き した

地の修 とサンゴ礁保全活動との り	 

2 研究の方 	 

	 対 地の に いて、2016 年 6 に石垣

者への ン を い、石垣 内 集落の移住

性と白保の に いて した。	 

	 た、本稿での分 の となる白保憲章制定以 の

の に いて、200 年 に 者が った白

保集落の 地 に る 統 集落 の （

、 の 、サンゴの石垣）の をもとに住

宅地図に の分 を示し、 性を した。 時の

に する住民意 は、200 年の白保憲章 定過程での

論 2006 年１ に開 した に する 会の

を に し、 の 向を分 した。	 

	 研究 は、 み修 を した 2008 年 ら

2010 年の憲章 会 を に を地図に

し、居住者分類 時の住宅の を した。

み修 での 統 な の 分 の

は、2016 年 5 に 地 を い の分

を 、200 年 らの を ら にした。 た、「

居住域（ 治 8年の地 ら した宅地の ）」

と 居住域の を し、新 居住域での の

と居住者分類に る を ら にした。	 

	 

表 2	 白保 の に る分 	 

Table2 Classification with the history of immigration of Shiraho 

N .	 	 	 分 	 

１	 白保人	 

（ と ）	 

の の と から

として定 し 人々 	 

	 

	 の人	 
（し りの と）	 

分、 置県 の から
にかけて沖縄 から ・定 し

人々 	 

	 

	 良 人	 

（ ら と ）	 

争 、 への復 にに宮

（ に 良 ）から 民と
して り 人々 からの定

も 	 

	 

	 地人	 
（な ー）	 

に、2000 年 して る沖縄県
からの 一 、 からの開

民なども 1 の人々との の

、 の 分 し 	 

	 

	 の 	 復 の県 地域からの

１ の人々との などの

定 して る 	 

	 

）分 白保 の に準 	 

資料）白保集落 の り をもとに 作成	 

在
来
住
民	 

移
住
者	 
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	 研究 は、憲章 会 、2016 年 5 、201

年 6 に した 地での目 居住者への き り

ら、 の宅地 の を ら にした。

2016年5 、201 年6 の 地での き り に り、

白保居住域の居住者を表 2に示した来歴に り分類した。	 

	 た、 者らの 研究に る白保集落の県 らの

移住者の移住動 居住 性に する研究 ） ）をも

とに憲章 み との に いて分 するととも

に 201 年 6 に の き り を した。	 

	 研究 は、沖縄県 ら憲章 会が受 し 2010

年、2011 年に した「 と の づくり 」の

をもとに を した。 た、2016 年 5 の

の ーン への き りに り

修 とサンゴ礁保全の りを した。	 

	 

． 研究の位置 け	 

	 沖縄地域における住民 の環境保全活動に する

研究は、多様な の活動内 を「自然環境保全 」「生

活環境 」に類 し、 の 方 の を と

めた 、 の研究がある ）。本研究の対 である石

垣島白保集落では、 来住民の「生活環境 」と県

移住者の「自然環境保全 」への 向を しながら

協働を し、 に保全の対 を えながら り組 仕

組みの を目 したものであり、 の に がある。

た、 に する研究には、 治 の 山 地図と

地 図 ら村落空間の 図を 成し、空 真 住宅

地図な と する とで に る空間 を

した 、 山、 の研究 ） 空 真の と き

りに り沖縄島 集落の の と の

を ら にした 、 の研究 ）な がある。 れら

は、空間に着目したものであるが、本研究は居住者 性

と の を分 した に がある。白保集落

の 統 な空間 成に しては 地図を ー とした

山集落の な 研究を った の研究 ）な

があるが、本研究は、 年の移住に る居住域の 大と

に着目した に がある。	 

	 	 

． 対 地の 	 

3-1.白保集落における景 保全への り み	 

	 白保住民に る集落 保全活動の内 を時系 に

し、 の活動の がりを ら にするために、活動の内

をもとに白保憲章づくり、 への 、住民に

る 、 ンティ の 来者と した

の に分類した（表 ）。	 

	 2005 年 ら石垣 に り開 された づくり

・ の 定の動きにも し、 への

という が られた。 が設 した を 成

するための石垣島の を える 民会 、石垣

定 会に憲章推進 会 ら 2名が した。

の 、白保の を する 動 者、神 の

の 地 者（県 居住の内地 ）へ白保憲章を

し、 と協 を める活動に がった。	 

	 200 年に「石垣 づくり 」が制定され、白保

集落は 村 域、集落地 に けられている。集

落地 は、 の 向にあり、 性が れる とが

とされ、 な に ド ン ）が定

められているが、 な はない ）。	 

	 づくり を しするために白保集落では憲章

に づく地域での した り組みとして み修

に着 した。 の 者の き り らは白保集落の

地 定は られたが、 み修 活動に り

づくりに な集落として されている。 り組

みは 地の づくり 環境保全活動に がっている。	 

	 

表 3	 白保 の伝統的集落景 の保全 の変 	 

Table3 Change of the village landscape preservation activity in Shiraho 

実施 	 白保 の集落景 保全 	 

分 	 

	 	 

住
民

	 

来
者

	 

2004.7	 景 に関する目 	 	 	 	 	 
2004.11	 村づくりに関する 民 	 	 	 	 	 
2005.12	 
2006.9	 

石垣 の景 を る市民会議に ラ
ン から 	 

	 	 	 	 

2006.1	 集落景 に関する 会	 	 	 	 	 
2006.5	 白保村ゆらてぃく憲章 定	 	 	 	 	 
2006.9	 
2007.1	 

石垣市景 計画 定検討委員会に憲章 委
員会から 	 

	 	 	 	 

2006.11	 景 ・村づくり 会（市との ）	 	 	 	 	 
2008.3	 石垣市 へ憲章 書提出	 	 	 	 	 
2008.3	 会 への 、 憲章の

	 
	 	 	 	 

2008.6	 事実施 地 へ 書提出	 	 	 	 	 
2008.7	 
2009.12	 

街並み修復事業（石 み実施）	 
	 	 	 	 

2009.5	 地 良事業 しに る 地景 保全の
書を 地 良区へ提出	 

	 	 	 	 

2009.10 11	 	 白保公民館石 み	 	 	 	 	 
2010
2012.3	 

と の 景づくり（伝統的 地景 る
への の ）	 

	 	 	 	 

2011.3	 
2013.3	 

白保 石 み（ 域中 に位置する
の の石 み ）	 

	 	 	 	 

2013.5	 の の に の を
を開 、 １ お ラン

	 
	 	 	 	 

2013.2	 NPO 夏花のスタ ーの中 、 の
ラ として ーン トの を実施	 

	 	 	 	 

2014.3 	 NPO 夏花が と提 してスタ ーを開
始、 ーン トの を ラ 	 

	 	 	 	 

資料） ラン 、憲章 委員会、NPO 夏花資料 り 作成 	 
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3-2.白保憲章 定の背景と検討体 	 

	 200 年に白保公民館は、 新空港時代の村づくり

に向けて、賛成・反対で 分した地域コミュニティを再

生するために、200 年 島・過 地域 るさとづくり

「ゆらてぃく白保村 200 」を 入した。

は 500 ，白保集落 600 を対 とし、

地域 を活 した住民 の地域づくりを するも

ので、白保では を生 した地域の活性 を図る

「白保ゆらてぃく 」の立ち上げが目 された。 の

の で、 来住民、 でも白保 が受け いで来た、

白保らしさを するための として白保村ゆらてぃ

く憲章の制定が進められた。	 

	 白保憲章の は、白保住民 ら 定された 代

ン が した。 代 ン には、地域の 来を

う、 ・生 の意向を するために、 学 、

学 の教 （石垣島の の集落 者で、 の集落居住

者）も している（表 ）。	 

	 憲章制定過程で意 が分 れたものが、集落 に

する方 であった。 統 な の の の保全を

める意 と 統 な は時代に合 ないのではない

という意 が された（表 5）。 には、「石垣、

、 を し、きれいな みを くり す」とい

う な表 とする とで、 をしていた 々の

を た上で ける ととなった。	 

	 
表 4	 ラン の ン ーの 	 

Table4 About the member of the planning group for next generation in 
Shiraho 

	 別	 年 	 分 	 地	 備 	 
	 	 50 	 白保人	 白保	 市 員	 
	 	 30 	 地人	 白保	 WWF 員	 

員	 	 50 	 良 人	 白保	 業 	 
員	 	 40 	 白保人	 白保	 市 員、公民館 員	 
員	 	 40 	 地人	 白保	 年 人会 事	 
員	 	 40 	 の 	 	 中 	 
員	 	 50 	 の 	 	 	 

）年 、2004 年 のもの る 	 

資料） ラン 資料、 をもとに が作成	 

	 

表 5	 街並み保全に対する 民 	 
Table5 Public opinions for the village landscape preservation 

	 の 	 

な 	 
・	 、 、石垣を す にして 	 
・	 全体 白保が も（ が） て る地域 と

の認 が て る 	 
・	 新しく 民してくる人 に、白保村が景 を

にして る村 から、村に を作 てく
と にも憲章に り し 	 

な 	 
・	 石垣、 、 と の （憲章から） 方

が良 の な か 	 
・	 と と石垣に が るからなくな て

の 	 
・	 から作 と ても作る人が な 状況 憲章に

上 ると と 体おかし 	 
） の中の（	 	 ） 、 に る 	 

資料） ラン 資料「街並み、集落 環境に関する 会の 」（2006.1.13）
り 	 

．2004 年白保集落 の伝統的景 の状況	 

	 200 年 には、 の を 住宅・宅地 は、

居住域内が、域 に て多くなっている（表 6）。	 

	 

表 6	 2004 年伝統的景 を する ・ 地 	 
Table6 Number of house and housing lot having a traditional landscape element 

in 2004. 
位 、区画	 

	 域 	 域 	 
	 69（30.9 ）	 23（9.5 ）	 

域 の 計	 223（100.0 ）	 241（100.0 ）	 
の る 地 	 129（51.2 ）	 24（8.4 ）	 

石垣の る 	 86（34.1 ）	 23（8.0 ）	 
域石垣 地 計	 252（100.0 ）	 286（100.0 ）	 

）（	 	 ） 、 域の と の ・ 地 の 計に る 	 
、白保 、しら サンゴ村が 建築 	 

	 

	 に の では 129 （ 居住地内宅地 252

の 51 2 ）と 居住域内の過 を めている。	 

	 居住域内を ると、 の い宅地は、 な 1

2 の宅地 ら 分 された宅地であり、 の

多くが築年 の いコン ー の 住宅で、

の ら 19 0 ら 1980 年代に建築されたと えられ

る。石垣の は、 対 石垣は を るために

地の 分 の で、 に き えられた。 の

うに本 に る な 展と住宅工 の 代

に って 統 な が大きく した。	 

	 居住域 では、 石垣は する宅地に

に分 するのみであった。 の自 移民に り住居が

建てられた いの住宅 にコン ー が

した に がった 居住域 の住宅地では、

対 の 性が 下し、落 落 の が大 である

ため が されな った（表 ）。	 

	 

表 7	 景 の の 	 
Table7 Reason of decrease in 3 elements in traditional village 

landscape 
	 な 	 

	 ・	 の 、 して る 	 
・	 し が みて く 	 
・	 も して も りなお なけ ならな 	 
・	 がかかると のが 	 

	 ・	 や花 が落 と するのが 変 る 	 
石垣	 ・	 が 出てくるか分からな 状 み くな

から の る人 にし が出 て
から、み な か かけて、石垣を して
に と のが る 	 

） の中の（	 	 ） 、 に る 	 
資料） ラン 資料「街並み、集落 環境に関する 会の 」（2006.1.13）
り 	 

	 

.街並み修復事業実施 の景 の変 	 

5-1.白保集落の空 	 

	 白保集落の として 統 に保全されている の

と の 、 な りであるン ミ 、 ン

ミ を図 1に示した。 

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 56 －



	 ン ミ 、 ン

ミ は、琉球王朝

時代の村 で

し、 れ れ

ら に向 うン

ミ と集落の

に する 2 の

ら に に

に続く ン ミ

は、集落の の

上で であると意

されている。	 

	 2016 年時 で、ン

ミ 、 ン ミ

いの宅地、69

の 55 が白

保 の 地であった。

の には、

1 、多 間 、

内地 、 の 	 

2 となっている。	 

5-2.街並み修復事業の 	 

	 石垣 づくり では な が いため、

憲章 会では、地域での した り組みとして

み修 に着 する ととし、 ン ・

ンドコミュニティ 「住 いとコミュニティ活動

成」を しに ー した。	 

	 は、 ン ミ とン ミ いの住宅を対

とし、 ゆい ーる に り する ととなった。 ゆ

い ーる とは白保集落の 統 な の仕組みを

す言葉であるが、 の では、地域住民に

け ンティ で石 みを ってもらい、 は 者

へ を する で した。	 

	 の の 定は、憲章推進 会の が白

保 を に 働き けを った。 、サンゴの石

みに した みにするために の 、

の づくりと な が された。し し、憲章

推進 （白保 ）の で、 を し石

垣を 築する ととなった。	 

5-3.街並み修復事業 のもの の成 	 

	 2008 年 ら 2009 年に、対 域の 12 の住宅で

の に る石垣の 築 れ けた石垣の み

し、 のための ー の の 、 の 	 

） 中の 、街並み修復事業実施 表 8、11の N .を す 	 
1	 街並み修復事業実施 ・ 地の位置	 

Fig.1 implementation location for village landscape restoration 
project 

	 

の 定、 の の を った（図 1）。2009 年に

は白保公民館で石 み、2011 年 ら 201 年に けて白

保 学 の を石垣に み した。 した 12

の 者は 11 が 来住民（白保 10 、 1

）と１ が の （ し、 者は白保生 れ）とな

っている（表 8）。	 

	 

表 8	 街並み修復事業実施 ・ 地の 	 

Table8 Outline of houses of village landscape restoration project 
N .	 状況	 	 実施 	 実施年 日	 
１	 、 石垣 り	 白保人	 み し	 2009.03.21	 
	 、 石垣 り	 白保人	 み し	 2009.03.21	 
	 、（ かな石垣 り）	 白保人	 新 石 み	 2008.07.05	 
	 、 	 白保人	 新 石 み	 2009.03.01	 
	 ン ート 、 	 白保人	 新 石 み	 2009.03.01	 
	 空地、１ けの 	 の 	 新 石 み	 2009.03.01	 
	 ン ート 、 石垣	 白保人	 み し	 2009.04.12	 
	 、 	 人	 新 石 み	 2009.04.12	 
	 セ ント 、一 、

石垣 り	 
白保人	 み し	 

新 石 み	 
2008.10.26	 

10	 、 り	 白保人	 新 石 み	 2008.10.26	 
11	 、 り	 白保人	 石の け	 2010.2.18 24	 
12	 牧 地、 し	 白保人	 新 石 み	 2009.12.13	 
13	 白保 （一 白保

）、 り	 
石垣市	 新 石 み	 2011.03.26

2013.4.13	 
14	 白保公民館ゆらてぃく 	 公民館	 新 石 み	 2009.10.31 	 

11.01	 

）N . 、 1街並み修復事業実施 ・ 地の位置に対応して る 	 
資料）白保村ゆらてぃく憲章資料「憲章 り」をもとに 作成	 
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5-4.街並み修復事業の 	 

	 200 年 と 2016 年 5 の の住宅・宅地	 

を 居住域の内 と に分けて した（表 9）。	 

	 の 、 居住域内では、 、 の は

いであったが、宅地の 分 が進 でおり全 の宅

地 が した と ら 成 合は下がっている。し

し、石垣は で し、 合も している。	 

み修 で 居住域内に新 に 8 石垣を設

した と ら が石垣の に寄 したと えられ

る。 居住域 でも石垣は 8 しており、

に されて新 に石垣を設 する者が居住域全域で

られる うになっている。	 

	 200 年以 に新しく建築された 1 の 住宅は、

居住域内 8 で、 の がン ミ 、 ン ミ

いとなっている（図 2）。201 年の で し

た 住宅を新築の 住宅に建て えたものが 2

（内１ が ン ミ い）確 されている。新しい

の居住者は、内地 が と も多く、 ら 	 

	 

表 9	 2016 年伝統的景 を する ・ 地 	 
Table9 Number of house and housing lot having a traditional landscape element 

in 2016. 
位 、区画	 

	 域 	 域 	 

	 70（29.4 ） 1 	 31（10.7 ） 8 	 

域 の 計	 238（100.0 ）	 291（100.0 ）	 
の る 地 	 128（47.8 ） -1 	 36（11.4 ） 12 	 

石垣の る 	 93（34.7 ） 7 	 31（9.8 ） 8 	 

域石垣 地 計	 268（100.0 ）	 317（100.0 ）	 

）（	 	 ） 、 域の と の ・ 地 の 計に る 	 
	 	 	 	 	 	 、2004 年からの 、白保 、しら
サンゴ村に て、白保中 体 館、市 （ ）、白保公民館が 建築

として新 に 備 修景事業に り白保 、白保公民館に石垣を設置 	 

	 	 
表 10	 分 別 2004 年 の伝統的景 設置 	 

Table10 Number of house and housing lot having a traditional landscape 
element after 2004 by resident classification.            位 、区画	 

	 白保人	 人	 良 人	 地人	 の 	 空地	 
	 6	 0	 2	 9	 2	 	 
	 11	 1	 1	 4	 1	 3	 

石垣	 13	 1	 1	 4	 4	 3	 
資料） 2 4をもとに集計し 	 

 
への建て えを と 9 。 いで、白保 が 6 、多

間 2 、 の 2 となっている。	 

	 200 年以 に新たに された 21 の の

は、 居住域内 で、 居住域 1 で、 	 

 

2	 2004 年から 2016 年の の変 	 
	 	 	 	 Fig.2 Change of the red roof tile house from 2004 through 2016 
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の 5 が であっ

た（図 ）。新しく を

えた宅地の居住者は、白保

が 11 、内地 が

、 、多 間 、

の が れ れ 1 、

が空き地のため で

ある。	 

	 200 年以 に新設した

26 の石垣は、 居住域

内が 15 となっており、

の内の 5 がン ミ 、

ン ミ いである（図

）。新しく石垣を設 した

宅地の居住者は、白保 1

、内地 、 の が

、 、多 間

が 1 、残りの

が空き地であった。	 

	 以上の の と	 

の居住者分類 ら、 年

移住してくる内地 は集落

の への 向

が られ 統 集落 の

保全に している とが

ら となった 表 10 。	 

5-5.街並み修復事業対

地 地の変 	 

	 み修 対 宅地

12 の の の を、

201 年6 の 地 に

り確 した。	 

	 ン ミ いで石 み

み しを った

の空き地のい れも建

が建てられていた（表 11）。	 	 	 

	 表 の 1の は、県

らの ーン者が 入

し、 の住宅を建築

している（集落 の 	 

に する ）。 た、	 

の に いても県 らの ーン者が 入し、

コン ー を建築し、民 を開 している（集落の	 

	 

活性 に する ）。 5 は、 地 者の

（ ）が住宅 の織 の工 を建築し、 の が 	 

3	 2004 年から 2016 年の の の変 	 

	 	 	 	 Fig.3 Change of Fukugi windbreak tree from 2004 through 
2016 

 

4	 2004 年から 2016 年のサンゴの石垣の変 	 

Fig.4 Change of coral stone wall from 2004 through 2016 
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表 11	 街並み修復事業実施 の変 	 

Table11 Outline of houses of village landscape restoration project 

N .	 事業 	 
	 

2017.6	 
	 

2017.6	 
	 

の変 	 

１	 白保人	 地人	 地人	 を新築し 	 
	 白保人	 白保人	 白保人	 どもが 立し 	 
	 白保人	 地人	 地人	 民 として 業中	 
	 白保人	 白保人	 白保人	 変 なし（ ）	 
	 白保人	 白保人	 白保人	 が１ 立、 2 	 
	 の 	 の 	 の 	 工 新築、 ターン 	 
	 白保人	 白保人	 白保人	 変 なし（ ）	 
	 人	 人	 	 変 なし（ として ）	 
	 白保人	 白保人	 白保人	 が 、 が 	 

10	 白保人	 白保人	 白保人	 変 なし（ ）	 
11	 白保人	 白保人	 白保人	 変 なし、2 	 
12	 白保人	 白保人	 	 変 なし（牧 地として ）	 

）N . 、 1街並み修復事業実施 ・ 地の位置に対応して る 	 

資料）2017.6 地 ン に り 作成	 

	 

ーンに り白保集落に戻り居住している。 た、 み

修 の 住宅以 にも が られ、 ン ミ

いの住宅が され 2 の と 1 の

住宅が開 した。 れらはい れも内地 の

である。集落空間の である ン ミ いの

み が進み な テン が ったため

と えられる。	 

	 一方、ン ミ いでは、白保憲章制定以 に

建の集合住宅が白保 に り建設された。 居住域の内

での 建 ー 建設は れが めてであり、集落

のためにも 、 うした開 を 制するため

の方 が となる。	 

	 201 年 地 時に、 居住域内で の新築を っ

た 2 の 者（い れも内地 ）に、 住宅を建築

し、 いの石垣を設定した に いて き りを

った。	 

	 真 1は、白保 55 地の建 え の である。

者は白保 であった。 の 者は、200 年に で

白保に移住した内地 で、 居住地内の 住宅の 2

分を りて居住していた。白保憲章の活動に る

で、 み修 にも し、 民 の再生 集落

の に したいと える うになり、 真の

した 住宅を 入し、再生（201 年 2 工）

した。島 の を活 して、 真 2の住宅に建 え

を っている。 、 者は のために島を れ、

地域居住を っており、白保に していない 間は、

一 しの として活 している（ 成と集落活性

の 方に り組 ）。	 

	 真 は、 ン ミ いに白保 が していた1 9

地の建 え の である。 年 に で移住した

内地 が、 居住域内の戸建ての 住宅を りて 2年

目で 住を 意し、 地を していたと 、 地

を 入する ととなった。 の住民 ら、 ン ミ 	 

	 

1	 55 地の建 の状況（白保人）	 

Photo1 The house before rebuilding at 55, Shiraho	 

	 
2	 修復事業 に 55 地 建築し （ 地人）	 

Photo2 The house after rebuilding at 55, Shiraho 

	 

3	 149 地の建 の状況（白保人）	 

Photo3 The house before rebuilding at 149, Shiraho 
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4	 149 地カン 建 （ 地人）	 

Photo4 The house after rebuilding at 149, Shiraho	 

	 

いである とを いた とで、集落 へ した住

宅の建築をし うと え、 の住宅を新築するととも

に、石垣の 築を った（ 真 、201 年 6 工）。	 

	 い れも した 地は、 で りていた住居のす

くであり、 な の地域活動への を て、

白保集落の 統文 地域づくりへの を めている。

の 、 統 な集落 の保全に り組 白保の村

づくりへ賛 し、自らも に した住宅 を

している である。	 

	 

.	 地修景への がりとサンゴ礁保全との関 り	 

2008 年 り った み修 は 来住民に

えて、移住者（ に、県 ら）も多 し、地域へ

の の 会となった。石 みは活動成 が目に え、

り すい と ら、 を る とに地域住民の

が 進し、 を き み 学 の石 みに 展して

いる。 者らの 2015 年の研究では、2008 年 は 200

以上が し、2009 年 にも 200 以上が し

ている とが ら になっている（表 12）。	 

	 
表 12	 街並み修景事業への 状況	 

Table12 The number of participants of village landscape restoration 
activities 

区分	 2008 年 	 2009 年 	 

	 F 	 O N 	 2 3 	 2 2 	 	 公民館	 

民	 23	 18	 36	 26	 32	 31	 53	 

県 ター
ン 	 

9	 8	 15	 11	 18	 7	 12	 

5年
	 

5	 
（62.5）	 

4	 
（50.0）	 

7	 
（46.7）	 

6	 
（54.5）	 

13	 
（72.2）	 

6	 
（85.7）	 

10	 
（83.3）	 

計	 32	 26	 51	 37	 50	 38	 65	 
） 5 年 、県 ターン の （	 ） 県
ターン に る 5年 の の （ ） 	 

資料）白保村ゆらてぃく憲章 り り 作成	 
出 ）上村 、 一（2015） 沖縄県石垣 白保集落におけ
る 環境保全と地域づくりの み 地域 民の 、 分
に着目して 、日 建築 会 研究報告会 集	 

	 憲章 会では、 地を対 とした づくりに り

組みを 大し、2010 年居住域 に がる 地の へ

の え けを開 した（ 真 5）。	 

	 れは、 地 の進展に り してきた 地

の に いても修 してい うと、憲章 会が沖縄

県の 成 を て した。本 では、 地の に

を する ととなった。 れ で 地 への

の はサンゴ礁保全活動として沖縄県 石垣 の

けで （ の 来 ）の え けが

れており、白保集落でもサンゴ礁保全に り組

民組織「白保 く 保全協 会」が していた。し

し、 に っては の え けに 向きで、

していな った。 は 統 な織 に

する を るために て 地 に えられており、

表 の に えて、 もある と ら地域

の に受け入れ すい として憲章推進 （白

保 ）の に り 定された。	 

	 え け は、白保 学 の 合 な学 の時間を

い、 が った。 の 、本 らの 生、大学

生がサンゴ礁保全のための学 の一環として え けを

し、201 年 5 以 ）の ィ ー

の として、 者が を した上で

え ける うになっている。 な が、地

域環境の 活動に がった といえる。 の

報告 を ると 201 年 ら 2015 年 の 年間に

ィ ーに る ーン の 活動は、1

され、 00 以上が している。	 

	 

	 

5	 地 に ら 	 

Photo5 The thread banana plant which was planted around farmland 

for beautification 

 

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 61 －



． と 	 

	 白保憲章に づく住民 の活動の成 と

として移住・定住の 進 サンゴ礁保全活動への展開と

して の が ら となった。	 

居住域では 統 集落 が保全されている	 

	 居住域と を すると 居住域で く

が されている。 は 0 、 は 50 、

石垣は 5 となっており、白保集落の を づけ

ている。	 

	 200 年 以 に 居住域に移住した県 者の

住宅で、 、石垣の 築が られる うになって

いる。 れらは白保憲章に づく村づくりに する 報

集落内での 修 な の であると え

られる。	 

宅地（空地）の活 が進み、集落内での ・

設の立地が進 でいる	 

	 修 を した、 の空地の内、 ン ミ

に する 2 に民 と織 工 が建築されている。

えて、 ン ミ いに （ ）

（1 ）を開く内地 が れている。 統 な

を移住・定住の の の一 として えている移住

者の が ら になった。	 

	 白保憲章に づく村づくり以 、移住者（内地 ）の

には、 統 集落 地域での り組みに し、

して 住宅の建築を うな の集落 の に

する と、集落の な を活 して、様々

な に着 し、集落の活性 に する 、

成と集落活性 の 方に り組 の の新し

い類 が れており、 れも の と言える。	 

集落 保全が環境保全活動に がっている	 

	 白保憲章での 保全の で、地域住民が に

に り組 、 地 への ーン

設 な のサンゴ礁保全活動の定着に ながっている。

の 、 の に られる うに白保 の

が活 される とで、集落の 統 生活文 に

した地域づくりが進められている。	 

	 本研究で り上げた 統 な の の一 で

ある いの石垣はサンゴの 石を としており、

サンゴ礁域の集落の としてサンゴ礁文 を する

となっている。白保集落での石 みの再生は、地域

の 統 な を 代の村づくりに活 す とで、

住民間の 地域活性 、環境保全活動への住民の

な り組みを す活動に がっている。	 
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１）白保村ゆらてぃく憲章推進 会は、石垣島白保集落の自治組	 

	 	 	 織「白保公民館」が制定した「白保村ゆらてぃく憲章」に づ	 

	 	 	 く村づくりを 進するため白保公民館 に された組織。	 

）石垣 では、白保は 村 域集落地 に けら	 

	 	 	 れており、 へ を設ける には、琉球石 の石 みな	 

	 	 	 歴史文 と した を いる と、 な り沖	 

	 	 	 縄 、 とするな 統 の を がける と	 

	 	 	 とされている。	 	 

） （な な）とは、白保憲章に づく村づくりを 進す	 

	 	 	 るために憲章推進 会に り 2012 年に設立され、201 年に 	 

	 	 	 を受けた村づくり である。 の設立には、 サンゴ	 

	 	 	 礁保 研究 ン ーが を っており、 、 ン ー 	 

	 	 	 設内に を している。	 
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